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歳入歳入

歳出歳出

５１５１億億８ ８ 000000 万円万円

町税
（町民のみなさんからいただく税金）

繰入金
（町の貯金の取りくずし）

地方交付税
（町の財政状況に応じ
国から交付されるお金）

一般会計内訳

町債
（国や銀行からの借金）

寄附金等諸収入
依存財源依存財源

自主財源自主財源

交付金等

国庫支出金

県支出金

議会の運営に

行政運営に

福祉に

健康づくり・きれいな町に

５億８３９万円（９．　８％）

７億７８０７万円（１５．　０％）

5１億
８000万円

5１億
８000万円

２２億５００万円
（４２．　６％）

３億２６８０万円（６．　３％）

農林水産業の振興に
２億４３７７万円（４．　７％）

商工観光の振興に
４９８８万円（０．　９％）

道路整備・除雪に
４億８６０６万円（９．　４％）

消防・水防に

その他

３億８５７万円（６．　０％）

１８１２万円（０．　３％）

学校・スポーツなどに
５億６２５５万円（１０．　９％）

借金の返済に
６億３７２３万円（１２．　３％）

３億８９６１万円（７．　５％）
（６７．　７％）（６７．　７％）

（３２．　３％）（３２．　３％）

２億１９３５万円（４．　３％）

４億２６５４万円（８．　２％）

３億２６２４万円（６．　３％）

７４５８万円（１．　４％）

１２億４８６２万円
（２４．　１％）

１１億４２８６万円
（２２．　１％）

４億７７６万円（７．　９％）

全会計予算を
全会計予算を可決可決

　
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
４
日
か
ら
３
月
1３
日
ま
で
、
1０
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
、
最
上
川
治
水
対
策
事
業
、
小

学
校
統
合
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
会
計
予
算
、
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
、
指
定
管
理
者
の
指
定
、

人
事
案
件
な
ど
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
予
算
は
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
慎
重
に

審
議
し
た
結
果
、全
予
算
を
全
員
賛
成
で
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

第１回
定例会

3/4～3/13

各会計補正予算
５件

各会計予算
６件

条例制定
７件

指定管理者の指定・その他
４件

報告・諮問
４件
請願
１件
人事
１件

議員発議
３件

以上３１件
原案どおり

可決

（前年度比（前年度比
 １億1０００万円増額） １億1０００万円増額）

一般会計予算一般会計予算
9389万円9389万円
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５１５１億億８ ８ 000000 万円万円

令和６年度予算令和６年度予算総額71億総額71億
　予算の審議は、予算特別委員会を設置し、
各課から主要な施策についての説明を受け、
詳細にわたり審査を実施しました。その結果、
一般会計、３特別会計及び２公営企業会計の
全議案について、全員賛成で可決しました。

※簡易水道会計及び農業集落排水事業会計は、令和６年度から公営企業会計として取り扱う。

区　　分 本年度予算額 前年度比
一　般　会　計 ５1億8000万円 2.2%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 7億7600万円 ▲0.4％
介 護 保 険 9億6680万円 0.7％
後 期 高 齢 者 医 療 1億2040万円 16.9％

計 18億6320万円 ▲3.9％
公
営
企
業
会
計

簡 易 水 道 12５0万円 支出ベース

農業集落排水事業 1億3819万円 支出ベース

計 1億５069万円 支出ベース
合　　計 71億9389万円 2.6％

各
特
別
会
計
予
算
及
び

公
営
企
業
会
計
予
算

令和６年度事業 ここに注目！令和６年度事業 ここに注目！
　
か
わ
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
活
動
や
横
山
地
内
の
宅
地

造
成
事
業
に
対
す
る
経
費
。

 

︵
予
算
額
１
５
０
５
万
円
︶

最
上
川
流
域
治
水

対
策
関
連
事
業

　
山
形
県
が
運
営
す
る
婚
活

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
入

会
す
る
際
の
登
録
手
数
料
を

１
万
円
を
上
限
と
し
て
助
成

す
る
。

 

︵
予
算
額
1０
万
円
︶

Ａ
ｉ
ナ
ビ
や
ま
が
た

登
録
推
進
事
業

　
令
和
６
年
度
か
ら
完
全
無

償
化
を
実
施
。︵
材
料
価
格

高
騰
に
よ
り
小
学
生
の
給
食

費
を
３
１
５
円
、
中
学
生
の

給
食
費
を
３
４
５
円
に
設
定
、

そ
れ
ぞ
れ
2５
円
ず
つ
ア
ッ
プ
︶

 

︵
予
算
額
８
８
１
６
万
円
︶

学
校
給
食
事
業

　
地
域
防
災
専
門
員
を
配
置

し
、
各
地
区
の
自
主
防
災
組

織
の
活
動
を
支
援
す
る
。

 

︵
予
算
額
９
６
３
２
万
円
︶

災
害
対
策
事
業
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今
野　
雅
信　
委
員

町
長
が
掲
げ
る
子
育
て
支
援
政
策
、

入
学
準
備
金
が
前
年
度
よ
り
増
額

さ
れ
た
そ
の
経
緯
は
。

町
長　
厳
し
い
財
政
だ
が
子
育
て

支
援
は
し
っ
か
り
と
行
う
。
中
学

校
、
高
校
に
入
学
す
る
際
の
支
援

も
厚
く
し
た
。

一

般

会

計

【
全
員
賛
成
】

入
学
準
備
金
拡
充

入
学
準
備
金
拡
充

　
　
　
今
野　
雅
信　
委
員

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
備
蓄
品
は
３

日
分
、
昨
今
の
災
害
を
考
え
る
と

１
週
間
か
ら
２
週
間
の
備
蓄
が
必

要
で
は
。

町
長　
４
月
に
防
災
専
門
員
も
着

任
す
る
。
防
災
会
議
等
で
幅
広
く

意
見
を
聴
き
、
自
主
防
災
の
啓
発

運
動
も
行
う
。

　
　
　
二
藤
部
冬
馬　
委
員

備
蓄
品
は
避
難
所
収
容
人
数
分
だ

け
で
は
不
足
。
先
の
豪
雨
災
害
時
、

駐
車
場
に
も
多
く
避
難
し
た
。

ベ
ッ
ド
や
布
団
な
ど
備
え
て
い
る

災
害
用
備
蓄
品

災
害
用
備
蓄
品

　
　
　
二
藤
部
冬
馬  

委
員

婚
活
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
登
録

料
を
補
助
す
る
新
規
事
業
、
町
民

へ
の
周
知
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
町
の
広

報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、「
大
石

田
支
援
事
業
の
便
覧
」に
も
載
せ
、

周
知
を
図
る
。

Ａ
ｉ
ナ
ビ
や
ま
が
た

Ａ
ｉ
ナ
ビ
や
ま
が
た

自
治
体
も
あ
る
。
安
心
し
て
過
ご

せ
る
避
難
所
の
検
討
を
。

町
長　
安
心
し
て
避
難
で
き
る
よ

う
な
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
二
藤
部
冬
馬  

委
員

町
内
の
消
火
栓
２
２
６
か
所
。
備

品
修
繕
交
換
の
補
助
は
あ
る
が
、

町
内
会
で
出
費
す
る
こ
と
が
難
し

い
地
区
も
出
て
き
た
。

全
額
を
公
費
で
負
担
し
、
早
め
に

修
繕
し
て
は
。

町
長　
大
事
な
こ
と
と
認
識
し
て

い
る
、
財
政
を
鑑
み
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　
村
形　
昌
一  

委
員

古
く
て
開
き
づ
ら
い
消
火
栓
も
増

え
て
い
る
。
場
所
に
よ
っ
て
は
機

械
除
雪
を
考
慮
し
、
地
中
化
も
検

討
し
て
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
凍
結
し

て
開
か
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

研
究
、
検
討
が
必
要
。

消
火
栓
整
備

消
火
栓
整
備

令和６年度予算

消火栓226か所のうち、修繕件数は、年間３〜５か所と少ない

たくさんの入学準備品

保育料、給食費無償化を含む 子育て支援策に着目保育料、給食費無償化を含む 子育て支援策に着目

　
　
　
村
形　
昌
一　
委
員

当
選
後
初
め
て
編
成
し
た
予
算
の

目
玉
は
。

町
長　
子
育
て
政
策
、
給
食
費
無

償
化
と
保
育
料
完
全
無
償
化
。

初
編
成
予
算
の
目
玉

初
編
成
予
算
の
目
玉
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　予算特別委員会において新年
度予算の審査を行い、一般会計、
各特別会計及び各公営企業会計
全てで原案のとおり可決すべき
ものであると大山議長に対して
報告しました。

小玉　勇　委員長

　
　
　
村
形　
昌
一　
委
員

国
で
も
抑
制
気
味
、
臨
時
財
政
対

策
債
発
行
な
ど
財
政
確
保
も
楽
で

は
な
い
。
ふ
る
さ
と
納
税
も
競
争

が
厳
し
い
が
、
今
後
の
町
政
の
か

じ
取
り
は
。

町
長　
様
々
な
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受

け
て
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。
４

月
か
ら
行
財
政
改
革
を
進
め
る
よ

う
指
示
し
て
い
る
。

財
政
確
保
と
状
況
は

財
政
確
保
と
状
況
は

　
　
　
今
野　
雅
信  

委
員

持
続
可
能
な
ま
つ
り
を
運
営
、
新

た
な
考
え
で
企
画
に
取
り
組
め
る

組
織
に
し
て
は
。

町
長　
充
て
職
に
な
っ
て
い
て
硬

直
化
の
ご
指
摘
も
あ
る
、
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
組
織
の
改
善
も

検
討
し
て
い
く
。

大
石
田
ま
つ
り
組
織
改
善

大
石
田
ま
つ
り
組
織
改
善

　
　
　
海
藤　
義
則　
委
員

全
然
聞
こ
え
な
い
が
把
握
し
て
い

る
の
か
。
お
年
寄
り
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

や
メ
ー
ル
を
な
か
な
か
見
な
い
。

ま
ず
一
番
は
防
災
放
送
だ
。
難
聴

地
域
の
解
消
を
。

総
務
課
長　
聞
こ
え
づ
ら
い
箇
所

は
何
か
所
か
あ
る
。
折
り
返
し
電

話
対
応
機
能
※
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、メ
ー

ル
で
の
確
認
を
進
め
て
い
る
。

※�

防
災
放
送
の
内
容
を
電
話
で
確

認
で
き
ま
す
。

　
０
２
３
７

−

４
８

−

８
４
４
４

防
災
行
政
放
送

防
災
行
政
放
送

難聴地域の解消を

令和6年8月16日大石田まつり！

　
　
　
海
藤　
義
則　
委
員

６
年
度
の
重
要
課
題
に
農
地
地
域

計
画
策
定
を
掲
げ
て
い
る
。
進
捗

状
況
は
。

産
業
振
興
課
長　
他
の
市
や
町
村

と
比
較
す
る
と
遅
れ
て
い
る
。
県

の
支
援
、
農
林
関
係
職
員
か
ら
指

導
を
い
た
だ
き
６
年
度
内
に
は
策

定
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
川
㟢　
義
治　
委
員

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
は
活

か
さ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　
年
１
回
必
ず
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。
個
人
の

デ
ー
タ
は
把
握
で
き
な
い
が
全
体

的
な
傾
向
は
わ
か
る
。
職
員
は
共

済
組
合
に
相
談
窓
口
が
あ
る
。
課

ご
と
全
体
の
も
の
は
わ
か
る
。
そ

の
情
報
で
何
か
あ
れ
ば
対
応
を
す

る
。 農

地
地
域

農
地
地
域
計
画
計
画
策
定
策
定

職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

保育料、給食費無償化を含む 子育て支援策に着目保育料、給食費無償化を含む 子育て支援策に着目
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町
有
地
の
行
政
財
産
目
的
外
使
用

に
つ
い
て
、
不
許
可
処
分
を
し
た
こ

と
に
対
し
て
、
業
者
側
か
ら
審
査
請

求
が
あ
っ
た
。

　
町
で
は
、
不
許
可
の
処
分
を
取
り

消
す
裁
決
を
行
う
に
あ
た
り
、
こ
の

度
、議
会
に
対
し
て
意
見
を
求
め
た
。

　
議
会
で
審
議
し
た
結
果
、
町
の
裁

決
に
異
議
な
い
旨
、
答
申
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
　
　
　
村
形　
昌
一　
議
員

Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格
買
取
制
度
）
は

失
効
し
て
い
る
が
、
審
査
請
求
が
出

て
く
る
の
は
な
ぜ
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
事
業
者
か

ら
は
「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
失
効
認
定
取
り
消
し

の
申
立
て
を
し
て
お
り
、
仮
に
失
効

し
て
も
自
由
売
電

で
も
事
業
を
進
め

て
い
く
」
と
の
話

を
聞
い
て
い
る
。

審
査
請
求
に
関
す
る
諮
問

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

　
　
　
　
小
玉　
　
勇　
議
員

町
の
優
柔
不
断
な
態
度
が
こ
の
た
び

の
結
果
を
生
ん
だ
。
き
ち
ん
と
事
業

者
に
方
針
を
説
明
す
べ
き
で
は
。

町
長　
太
陽
光
発
電
自
体
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
必
要
だ
が
、

里
山
保
全
、
土
砂
災
害
対
応
や
事
業

が
破
綻
し
た
場
合
に
土
地
が
放
棄
さ

れ
る
可
能
性
な
ど
、
問
題
を
考
え
な

が
ら
話
し
合
っ
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
事
業
者
が

太
陽
光
の
営
業
を
行
っ
た
際
、
そ
の

後
に
関
す
る
確
約
が
と
れ
て
い
な
い

た
め
、
状
況
を
確
認
し
て
い
く
。

　
　
　
　
川
﨑　
義
治　
議
員

相
手
は
弁
護
士
を
立
て
て
の
文
書
だ

が
、
町
は
顧
問
弁
護
士
に
相
談
し
た

の
か
。

総
務
課
長　
一
度
相
談
し
た
。

　
　
　
　
二
藤
部
冬
馬　
議
員

費
用
が
高
額
で
補
助
を
受
け
て
も
解

体
で
き
な
い
。
補
助
を
拡
充
す
る
考

え
は
。

町
長　
国
、
県
の
補
助
等
を
み
な
が

ら
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
　
村
形　
昌
一　
議
員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
任
期
終
了
後
、

住
む
所
が
な
く
町
を
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
町
で
起
業
し
た
い
、
な
ど

の
話
を
聞
い
た
が
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
物
件
を
探

し
て
い
る
と
の
話
は
聞
い
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
物
件
や
民
間
業
者
の
紹
介
を
通
し

て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

一
般
会
計
【
全
員
賛
成
】

空
き
家

空
き
家

　
　
　
　
今
野　
雅
信　
議
員

今
後
、国
の
公
的
支
援
が
な
く
な
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
を
し
て
は
。

町
長　
予
算
に
盛
り
込
ん
で
い
な
い

が
、
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
　
小
玉　
　
勇　
議
員

駅
前
の
土
地
を
拡
張
す
る
件
は
ど
う

な
っ
た
の
か
。

建
設
課
長　
土
地
所
有
者
と
条
件
面

で
折
り
合
わ
ず
、交
渉
は
終
了
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

土土  

地地  

整整  

備備

解体費用補助の拡充を

初の諮問を審査初の諮問を審査
諮
問
と
は

あ
る
事
項
を
決
定
す
る
た
め
、議

会
に
意
見
を
聴
く
こ
と

66おおいしだ　議会だより　No.180



　
　
　
　
今
野　
雅
信　
議
員

返
礼
品
で
は
ス
イ
カ
、
雪
若
丸
、
つ

や
姫
が
人
気
だ
が
、
昨
年
の
温
暖
化

に
よ
る
影
響
は
。

町
長　
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
付
額
を
伸
ば
し
て

い
く
。

新
た
な
返
礼
品
の
考
え
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
町
内
飲
食

店
の
食
事
券
や
ス
イ
カ
オ
ー
ナ
ー
制

度
の
オ
ー
ナ
ー
券
な
ど
を
考
え
て
い

る
。

　
　
　
　
遠
藤　
和
好　
議
員

対
象
が
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
だ
が
、

日
中
、
高
齢
者
だ
け
に
な
る
世
帯
に

も
拡
充
を
。

保
健
福
祉
課
長　
今
後
の
検
討
課
題

だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
を
対
象
と
す
る
施
策
と
し
て

実
施
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

緊
急
通
報
支
援
業
務

緊
急
通
報
支
援
業
務

　
　
　
　
村
形　
昌
一　
議
員

今
回
初
め
て
公
費
負
担
が
適
用
さ
れ

た
が
、
ど
の
よ
う
に
総
括
す
る
か
。

総
務
課
長　
町
議
会
議
員
選
挙
は
、

16
年
ぶ
り
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
こ
と
に
寄
与
し
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。 選

挙
公
営

選
挙
公
営

　
　
　
　
二
藤
部
冬
馬　
議
員

会
計
年
度
任
用
職
員
に
も
勤
勉
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
当

町
で
は
支
給
率
が
再
任
用
職
員
と
同

じ
。
正
規
職
員
と
同
じ
待
遇
に
す
べ

き
で
は
。

町
長　
財
政
を
鑑
み
な
が
ら
研
究
す

る
。

山
形
県
の
人
口
減
少
の
特
徴
は
女
性

の
流
出
が
著
し
い
こ
と
だ
。
労
働
環

境
の
整
備
を
。

町
長　
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
を

作
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
小
玉　
　
勇　
議
員

指
定
管
理
者
制
度
は
入
札
に
は
適
さ

な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
積
極
的
に

行
い
た
い
と
い
う
事
業
者
が
複
数
発

生
し
た
場
合
は
入
札
が
ふ
さ
わ
し
い

場
面
も
あ
る
と
は
思
う
が
、
町
が
管

会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
改
正
【
全
員
賛
成
】

指
定
管
理
者
制
度

　
　
　

 

【
全
員
賛
成
】

理
し
て
も
ら
い
た
い
業
者
が
あ
れ
ば

そ
の
事
業
者
を
優
先
す
る
。

　
　
　
　
川
﨑　
義
治　
議
員

同
じ
事
業
者
が
長
年
続
け
る
と
競
争

力
が
つ
い
て
こ
な
い
。
経
費
削
減
の

た
め
、
積
極
的
に
事
業
者
に
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
。

町
長　
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
研
究
し

て
い
く
。

　
伊
藤
絹
枝
さ
ん
（
下
宿
）

を
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
推

薦
す
る
こ
と
に
異
議
な
い
旨

答
申
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
６
年
７
月
１

日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　

�

　

　
玉
谷
正
弘
さ
ん
（
白
鷺
）

を
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
推

薦
す
る
こ
と
に
異
議
な
い
旨

答
申
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
６
年
７
月
１

日
か
ら
３
年
間
で
す
。

定例会
３／4～３／１３

第1回

補正予算・条例等大石田町議会大石田町議会

16年ぶりの投開票。政治に興味、関心を

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
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小
こ

玉
だま

 勇
いさむ

　議員   11ページ
◆最上川治水対策事業についての疑問と不安

川
かわ

﨑
さき

　義
よし

治
はる

　議員   10ページ
◆役場に設置の目安箱について
◆町内のごみ排出量の削減と再資源化について
◆ 小学校統合整備事業における、統合小学校建設決定の過程に
ついて

海
かい

藤
とう

　義
よし

則
のり

　議員   12ページ
◆町の農業振興について
◆子育て支援について

大
おお

野
の

　達
たつ

也
や

　議員   ９ページ
◆地域おこし協力隊について
◆小学校のクロスカントリー授業について
◆利用者数の少ない施設の活用について

村
むら

形
かた

　昌
しょう

一
いち

　議員   13ページ
◆官製談合事件の総括はいつになるのか
◆ 「次世代に虹を架ける」のであれば小学校建設よりも子育て
支援策の拡充が優先ではないか
◆最上川治水対策の進捗状況は

55
人
の
議
員
が

人
の
議
員
が

一
般
質
問

一
般
質
問

ど
う
す
る

ど
う
す
る
！！？？
大
石
田

大
石
田
　一般質問は、以下の画像を
読み取ることで、インター
ネットにより随時ご覧いただ
くことができます。
　また、会期中は、議会中継
をライブ配信しております。
是非ご覧ください。

　 大石田町の様々な課題等について、議員が町に考えを聞くこと
を言います。

　質問内容は、議案とは関係なく自由に決めます。
　質問席は、対面式になっており、答弁者と向かい合い質問します。
　１人当たりの持ち時間は１時間です。

一般質問とは…
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新
し
く
着
任
し
た
協
力
隊
員

の
主
と
な
る
業
務
は
。

町
長　
空
き
家
の
現
地
調

査
・
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
促
進
・
空
き
家
活
用
事
業

の
企
画
実
施
な
ど
空
き
家
利

活
用
促
進
に
係
る
活
動
を
担

当
す
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
空
き
家
の

管
理
を
整
備
し
て
い
く
の
か
。

町
長　
空
き
家
バ
ン
ク
を
運

営
し
て
い
る
が
現
状
登
録
物

件
が
少
な
い
。

　
登
録
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
物
件
の
掘
り
起
こ
し
を

協
力
隊
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
つ
い
て

け
て
進
め
て
い
く
。

こ
れ
ま
で
７
名
の
協
力
隊
員

が
任
期
満
了
だ
が
、反
省
点
・

改
善
点
は
。

町
長　
活
動
が
定
住
定
着
に

つ
な
が
ら
な
か
っ
た
事
例
が

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

改
善
策
と
し
て
任
期
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
町
が
示
す
こ
と
に

よ
っ
て
応
募
者
の
方
が
任
期

後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
思
い
描
き

や
す
く
し
て
い
く
。

　
着
任
後
に
は
起
業
、
就
業

に
向
け
た
支
援
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
こ
と
で
地
域
へ

の
定
住
定
着
に
つ
な
げ
て
い

く
。

末
石
隊
員
に
よ
り
改
善
さ
れ

た
駅
の
待
合
所
、
今
後
は
ど

う
い
う
対
策
を
と
っ
て
い
く

の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

来
年
度
以
降
も
継
続
し
て
関

わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

子
育
て
支
援
が
必
要
な
ほ
ど

家
庭
か
ら
高
額
な
出
費
が
出

て
い
る
と
の
認
識
で
間
違
い

な
い
か
。

町
長　
道
具
が
高
額
と
い
う

認
識
は
あ
る
。

　
小
学
校
に
は
リ
サ
イ
ク
ル

で
う
ま
く
い
く
よ
う
な
形
で

進
め
て
ほ
し
い
と
課
長
を
通

じ
て
指
示
し
た
。

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
授
業

の
必
要
性
は
。

教
育
長　
豪
雪
地
帯
で
あ
る

当
町
の
特
性
を
活
用
し
た
冬

の
体
力
づ
く
り
、
体
の
調
整

力
の
向
上
と
し
て
大
変
有
効
。

必
要
性
は
あ
る
。

小
学
校
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

授
業

豪
雪
の
特
性
の
活
用
は
必
要

か
。

教
育
長　
雪
に
親
し
む
、
雪

を
克
服
す
る
、
耐
え
る
気
持

ち
が
幼
い
う
ち
に
培つ
ち
かわ

れ
る

も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

最
大
限
活
用
し
て
。

町
長　
利
活
用
の
こ
と
は
話

し
合
っ
て
い
く
。

利
用
者
数
の
少
な
い
施
設
の

活
用
に
つ
い
て

活
動
に
お
い
て
の
反
省
点
・

改
善
点
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

協
力
隊
員
の
将
来
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

通
し
て
実
現
で
き
る
よ
う
に

町
と
し
て
支
援
し
て
い
き
た

い
。

産
業
振
興
課
長　
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
活
用
方
法
を
職
員
が

理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

　
協
力
隊
員
の
考
え
を
再
度

聞
い
た
上
で
、
尾
花
沢
市
の

観
光
資
源
で
あ
る
銀
山
温
泉

と
連
携
し
な
が
ら
ど
の
よ
う

に
周
遊
を
図
れ
る
か
模
索
し

て
い
く
。

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
授
業
の

道
具
が
高
額
だ
が
大お

お
野の 

達た
つ

也や 

議
員

用具準備の支援を

末石隊員、久龍隊員、土田隊員、３年間ありがとうございました

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て

研
究
し
て
い
く

研
究
し
て
い
く

町
　
長

町
　
長
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小
学
校
統
合
事
業
決
定
の
過
程
に

問
題
は
な
い
の
か

昨
年
12
月
よ
り
何
件
の
提
案

が
あ
り
、活
用
さ
れ
た
の
か
。

町
長　
２
月
末
ま
で
の
提
案

数
は
２
件
、
皆
様
か
ら
の
ア

イ
デ
ア
や
ご
意
見
は
重
要
で

あ
り
、
町
民
の
声
を
聴
く
姿

勢
を
常
に
持
ち
続
け
町
政
に

活
か
し
て
い
く
。

提
案
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用
が
少

な
い
。
広
報
へ
掲
載
し
、
電

話
、郵
便
で
受
け
付
け
て
は
。

町
長　
広
報
へ
の
掲
載
と
郵

便
で
の
受
付
を
検
討
し
て
い

る
。
３
月
６
日
よ
り
電
子

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い

る
。

回
答
を
希
望
、
公
表
を
希
望

の
意
見
は
あ
っ
た
の
か
。

町
長　
回
答
、
公
表
を
希
望

す
る
ご
意
見
は
１
件
、
回
答

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開

し
た
。

役
場
に
設
置
の
目
安
箱
に
つ
い
て

町
内
の
ご
み
排
出
量
の
削
減

と
再
資
源
化
の
数
値
目
標
は
。

町
長　
「
大
石
田
町
ご
み
処

理
基
本
計
画
」
を
平
成
３０
年

に
策
定
し
、
排
出
量
削
減
と

再
資
源
化
目
標
を
設
定
し
て

い
る
。

目
標
・
計
画
等
を
わ
か
り
易

く
広
報
に
掲
載
、
ま
た
環
境

教
育
や
勉
強
会
な
ど
開
催
で

き
な
い
か
。

町
長　
ご
み
排
出
抑
制
・
再

資
源
化
に
取
り
組
む
た
め
、

町
、
住
民
及
び
事
業
者
の
役

割
を
明
確
に
し
て
取
組
む
。

環
境
教
育
や
資
源
分
別
な
ど

啓
発
を
積
極
的
に
行
う
。

ご
み
の
削
減
と
再
資
源
化役場1階ロビーにあります

首
長
と
教
育
委
員
会
の
協
議
・

調
整
の
場
で
あ
り
決
定
機
関

で
は
な
い
。
会
議
の
本
質
か

ら
そ
れ
て
は
い
な
い
の
か
。

教
育
長　
町
長
の
命
を
受
け
、

教
育
委
員
会
で
基
本
構
想
・

基
本
計
画
を
策
定
し
、
総
合

教
育
会
議
で
協
議
・
調
整
し
、

町
長
が
決
定
す
る
た
め
、
そ

れ
て
は
い
な
い
。

住
民
説
明
会
の
席
上
、
教
育

に
関
す
る
最
大
の
決
定
機
関

で
あ
る
「
総
合
教
育
会
議
で

決
定
し
た
」と
発
言
さ
れ
た
が
。

教
育
長　
３
月
の
住
民
説
明

会
で
誤
解
を
招
く
発
言
と

総
合
教
育
会
議
の
役
割
は

川か
わ

﨑さ
き　

義よ
し

治は
る 

議
員

基
本
構
想
・
計
画
は
町
長
が
決
定
、

基
本
構
想
・
計
画
は
町
長
が
決
定
、

法
令
、
条
例
違
反
で
は
な
い

法
令
、
条
例
違
反
で
は
な
い

町
　
長

町
　
長

な
っ
た
。
訂
正
す
る
。

小
学
校
統
合
事
業
の
進
捗
状

況
の
説
明
資
料
に
条
例
「
大

石
田
町
小
学
校
統
合
整
備
委

員
会
設
置
条
例
」
を
開
催
し

た
記
載
が
な
い
。

町
長　
条
例
の
第
１
条
に
委

員
会
の
目
的
と
し
て
「
大
石

田
町
小
中
学
校
の
規
模
及
び

学
級
の
適
正
化
に
努
め
、
教

育
の
向
上
を
図
る
た
め
の
大

石
田
町
統
合
整
備
委
員
会
を

置
く
。」
と
規
定
し
て
い
る
。 　

統
合
時
期
や
場
所
、
校
舎

の
広
さ
等
を
助
言
す
る
委
員

会
で
は
な
い
た
め
、
開
催
し

な
か
っ
た
。

町
の
大
型
事
業
の
小
学
校
建

設
を
、
町
長
ひ
と
り
で
決
定

し
た
の
か
。

町
長　
第
２
条
に
委
員
会
の

業
務
に
小
中
学
校
の
統
合
整

備
に
関
す
る
「
助
言
」「
啓

発
及
び
趣
旨
の
徹
底
」「
実

施
の
推
進
」
と
規
定
さ
れ
て

お
り
開
催
の
義
務
が
な
い
。

そ
の
た
め
条
例
違
反
に
は
あ

た
ら
な
い
。
決
定
の
過
程
に

問
題
は
な
い
。

３／５　小学校統合に関する説明の様子（虹のプラザ中会議室）
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家
屋
の
撤
去
、
引
っ
越
し
な

ど
に
町
は
関
与
す
る
の
か
。

建
設
課
長　
補
償
金
の
う

ち
、「
建
物
移
転
に
伴
う
経

費
」
に
は
移
転
先
を
探
す
た

め
の
費
用
や
引
っ
越
し
等
に

必
要
な
経
費
を
含
ん
で
い
る

た
め
、
町
で
関
与
す
る
予
定

は
な
い
。

建
設
課
の
治
水
・
定
住
対
策

グ
ル
ー
プ
は
何
を
す
る
の
か
。

町
長　
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
推
進
、
公
共
事
業
関

連
の
定
住
対
策
及
び
水
辺
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
業

務
と
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
お
い

て
実
施
主
体
で
あ
る
国
と
町

民
と
の
橋
渡
し
や
移
転
対
象

者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
、
か
わ
ま

ち
づ
く
り
事
業
の
推
進
を

担
っ
て
い
く
。

最
上
川
治
水
事
業
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
１
か
所
に
で
き

な
い
か
。

町
長　
可
能
な
限
り
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る

よ
う
に
進
め
て
い
く
。

税に関する相談は、税務署へ

治
水
・
定
住
対
策
グ
ル
ー
プ
は

何
を
す
る
の
か

小こ

玉だ
ま 　

勇い
さ
む 

議
員

国
と
町
民
と
の
橋
渡
し
と
フ
ォ
ロ
ー

国
と
町
民
と
の
橋
渡
し
と
フ
ォ
ロ
ー

町
　
長

補
償
金
は
自
由
に
使
う
こ
と

が
で
き
る
の
か
。

町
民
税
務
課
長　
詳
細
は
税

務
署
に
相
談
し
て
ほ
し
い
が
、

補
償
金
は
所
得
税
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
る
。「
対
価
補
償

金
」
や
「
移
転
補
償
金
」
等

が
あ
り
、
特
別
控
除
等
は
あ

る
。

所
得
申
告
は
ど
う
な
る
。

町
民
税
務
課
長　
詳
細
は
税

務
署
に
確
認
し
て
ほ
し
い
が
、

移
転
が
完
了
し
、
補
償
金
の

す
べ
て
が
支
払
わ
れ
た
年
の

翌
年
に
確
定
申
告
す
る
必
要

が
あ
る
。
国
が
発
行
す
る
証

明
書
を
添
付
す
る
こ
と
で
特

例
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

移
転
可
能
な
土
地
は
ど
れ
だ

け
あ
る
の
か
。

町
長　
代
替
地
と
し
て
５・３

ha
登
録
し
て
い
る
。
６
年
度

未
利
用
の
町
有
地
１
２
０
０

㎡
を
宅
地
整
備
す
る
予
定
。

定
住
促
進
基
本
助
成
金
交
付

要
綱
に
は
「
公
共
工
事
移
転

補
償
の
場
合
は
除
く
」
と
さ

れ
て
い
る
が
。

町
長　
目
的
を
達
成
す
る
た

め
、
当
該
要
件
を
削
除
す
る

改
正
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
要
綱
改
正
は
、
違
法
で

は
な
い
。

最
上
川
治
水
対
策

移転の課題、早期対応を（下宿地区）
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有
害
鳥
獣
問
題
へ
の
対
策
は
。

町
長　
イ
ノ
シ
シ
対
策
で
は

延
べ
３1
か
所
、
14
㎞
の
電
気

柵
を
設
置
し
、
今
後
1０
年
を

見
据
え
て
増
設
を
考
え
て
い

る
。

町
職
員
の
狩
猟
免
許
取
得
を
。

町
長　
非
常
に
興
味
深
い
と

認
識
し
て
い
る
。
関
係
機
関

と
協
議
の
上
、
検
討
し
て
い

く
。

ラ
ン
ド
セ
ル
支
給
を
検
討
し

て
は
。

町
長　
当
町
の
新
入
学
児
童

支
援
と
し
て
は
、
入
学
準
備

金
を
支
給
し
て
お
り
、
令
和

６
年
度
、
支
給
額
を
拡
充
す

る
。

子
育
て
支
援 どう守る？特産のソバ畑

他
の
市
町
と
ま
と
ま
っ
て
特

例
措
置
の
認
定
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
当
町
が
率
先
し
て

動
い
て
は
。

町
長　
町
村
会
を
通
じ
て
国

に
働
き
か
け
、
町
村
の
会
合

で
も
話
し
て
い
く
。

畑
地
化
問
題
は
。

町
長　
町
内
は
ほ
と
ん
ど
が

ソ
バ
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
は
、
国
、
県
に
対
し
て
ゲ

タ
対
策
の
拡
充
を
要
望
し
て

い
く
。 水

張
５
年
問
題

Ｊｰ

ク
レ
ジ
ッ
ト
実
施
は
。

町
長　
国
、
県
、
Ｊ
Ａ
等
と

協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

新
規
就
農
問
題
に
つ
い
て
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用

は
。

町
長　
町
内
の
受
け
入
れ
体

制
等
を
検
討
し
て
進
め
て
い

く
。

産
業
振
興
課
長　
町
の
農
業

士
会
で
も
受
け
入
れ
、
指
導

す
る
考
え
は
あ
る
と
伺
っ
て

い
る
。

令
和
６
年
度
の
農
政
で

最
重
要
と
思
う
こ
と
は

海か
い
藤と

う 

義よ
し
則の

り 

議
員

「
地
域
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
む

「
地
域
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
む町

　
長

・地域計画
　�　令和５年４月に改正された農業経営基盤強化促進法に基づき作
成される地域農業の将来のあり方等を示した計画。
　�　各市町村では、令和７年３月中の作成に向け、関係機関と調整
を進めている。

・水張５年ルール
　�　農林水産省では５年間に一度も水張が行われていない農地は、
令和９年以降水田活用の直接支払交付金の交付対象にしない方針
にしている。
　��　交付対象から外れることで、耕作放棄地の増加や離農者の増加
が懸念されている。

・J-クレジット
　��　温室効果ガスの排出削減量を国が「クレジット」として認定す
る制度。
　��　具体的な取組みとして、水田の中干し期間を延長することで温
室効果ガスであるメタンの発生量を削減することなどがある。
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治水対策関連やってます
（治水対策グループ）

小
学
校
建
設
よ
り
も
子
育
て

支
援
の
拡
充
が
優
先
で
は

町
民
へ
の
説
明
責
任
は
。

町
長　
経
緯
と
結
果
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

原
因
究
明
と
全
容
解
明
に
つ

い
て
の
副
町
長
の
考
え
は
。

副
町
長　
原
因
は
個
人
的
な

も
の
と
考
え
て
い
る
。

町
長
の
考
え
は
。

町
長　
二
度
と
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
し
た
い
。

官
製
談
合
事
件
の
総
括
は

昨
年
来
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　
１
月
に
下
宿
・
上
ノ

原
、
本
町
・
愛
宕
町
で
意
見

交
換
会
、
３
月
に
再
度
説
明

会
を
開
催
し
た
。

用
地
の
買
収
交
渉
は
い
つ
か
。

建
設
課
長　
大
橋
部
分
は
令

和
７
年
か
ら
の
予
定
に
な
る
。

移
転
対
象
者
に
寄
り
添
い
た

い
と
公
約
し
て
き
た
が
。

町
長　
移
転
の
要
綱
改
正
や

宅
地
造
成
等
、
こ
れ
か
ら
も

で
き
る
だ
け
寄
り
添
い
た
い
。

最
上
川
治
水
対
策

ど
の
よ
う
な
声
が
あ
っ
た
か
。

教
育
長　
こ
れ
ま
で
４
回
開

催
し
て
お
り
賛
否
両
論
の
意

見
が
あ
っ
た
。
取
捨
選
択
し

統
合
小
学
校
の
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

令
和
４
年
見
積
り
の
2５
億
よ

り
建
設
費
が
高
騰
し
て
い
る
、

ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

教
育
長　
建
設
資
材
や
人
件

費
の
高
騰
で
当
初
よ
り
上
が

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
額

は
想
定
で
き
な
い
。

何
故
、今
の
時
期
の
建
設
か
。

教
育
長　
小
中
一
貫
教
育
を

小
学
校
建
設
の
住
民
説
明
会

村む
ら

形か
た 

昌し
ょ
う

一い
ち 

議
員

子
ど
も
の
成
長
は
待
っ
て
は
く
れ
な
い

子
ど
も
の
成
長
は
待
っ
て
は
く
れ
な
い

町
　
長

町
　
長

よ
り
充
実
さ
せ
た
い
た
め
。

町
長　
教
育
な
く
し
て
町
の

成
長
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

プ
ー
ル
が
な
く
な
っ
た
経
緯

は
杜ず

撰さ
ん
な
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
当
初
、
会
員
１
５

０
名
の
会
費
月
額
６
千
円
で

運
営
で
き
る
と
見
込
ん
だ
が
、

調
査
す
る
中
で
運
営
費
の
見

込
み
が
大
き
く
上
回
っ
た
た

め
、
断
念
し
た
。

床
面
積
が
広
す
ぎ
る
の
で
は
。

教
育
文
化
課
長　
当
初
広
く

み
て
い
た
が
交
付
対
象
面
積

に
近
づ
け
て
い
く
。

小学校建設について答弁する教育長

1313 　おおいしだ　議会だより　No.180

一
般
質
問
ど
う
す
る
！？
大
石
田



議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか

◆次回の定例会は

お問い合わせ先 大石田町役場�議会事務局
電話35－2111（内線311）

お気軽にお越しください（議場は役場３階です）

６６月月６６日日（（木木））～12日～12日（（水水））の予定ですの予定です

地方自治及び自己決定権を尊重し、地方自治及び自己決定権を尊重し、
十分な対話を十分な対話を

討 論討 論

請 願

◆請 願 名　地方自治と沖縄の自己決定権を尊重し沖縄県との十分な対話で
基地問題の解決に臨

のぞ
むことを国に求める意見書に関する請願

◆請 願 者　沖縄に応答する会＠山形
　　　　　　代表　漆　山　ひとみ
◆紹介議員　小　玉　　　勇

お 詫 び と 訂 正
　議会だよりＮｏ1７９で記載内容に誤りが
ありました。訂正してお詫びします。
Ｐ３の小見出し
誤）ワンストップ特例申請受付業務
正）住民基本台帳・戸籍附票システム改修業務

不
採
択

反対：二藤部議員、
　　　村形議員、
　　　小玉議員

賛成多数
不採択とすることに

上記の請願は上記の請願は

今野雅信 議員今野雅信 議員 二藤部冬馬 議員二藤部冬馬 議員

不採択とすべき不採択とすべき 採択とすべき採択とすべき

　不採択とすべきとの委員長報告
に賛成の立場から意見を述べる。
　沖縄基地問題は、危険な普天間
飛行場の代替施設として、辺野古
移設を早期に進める必要があると
考える。
　また、周辺国の海洋進出、ウク
ライナ侵攻等から、米軍基地の重
要性も増している。このことから、
「軍事植民地支配」という文言は、
妥当性を欠く。

　不採択とすべきとの委員長報告
に反対の立場から意見を述べる。
　自治体が承認していないものを、
国が代執行の形で強制的に進める。
このことは国と地方自治体とが対
等であるとの観点から、沖縄県の
みならず、全国民が危機感を抱く
べき事例だ。
　対等な対話を求めること、十分
な対話を求める声は認めるべき、
と考える。

　現に議題になっている
事件に対して、自己の賛
成または反対の意見を表
明すること。

討論とは？

◆請願要旨　　２０２３年に福岡高裁那覇支部が下した判決は、国が県知事の権限
を奪う代執行を認めたが、「国と地方は対等」と位置づけられた
地方自治法の理念と沖縄県民の自己決定権をないがしろにした理不尽なものである。

　　　　　　　安全保障が国の役割であっても、自治体に理解を求め、対話で問題解決を図るべき
である。

　　　　　　　このことから、以下の事項を国に求める意見書の提出を提案する。
　　　　　　　１．地方自治法を順守し沖縄県との十分な対等な対話により問題解決に臨むこと
　　　　　　　２．沖縄の自己決定権を尊重し軍事植民地支配をやめること
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　孔子の弟子である荀子の言葉に「着眼大局、着手小局」というものがあります。物事を大局的に捉えつつ、
それを実現するためには細かなところにも目を配らなければならないという教えです。
　大石田町では、今後大きな事業がいくつも予定されていると伺っておりますが、私の役割の１つは、外か
ら来た者として新たな視点を加え、着眼大局、着手小局により職員の方々と共に成功に導いていくことだと
考えております。
　また、外国人をはじめとする観光客等にいかに町内を周遊してもらうか等、これまでの私の経験と、町の
皆様の知恵や知識とを組み合わせ、より良い町づくりを目指し粉骨砕身で取り組んでまいりますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。

物価高騰に対応するため、物価高騰に対応するため、
エール券ほか発行エール券ほか発行
議案第1号　令和５年度大石田町一般会計補正予算（第７回）
　　　　　　○歳入歳出それぞれ４７１２万円を増額。
　　　　　　　・「おおいしだエール券」発行事業補助金…約３２４９万円【増額】
　　　　　　　・学校施設整備費（中学校）…………………約 ４５７万円【増額】ほか
議案第２号　大石田町手数料条例の一部を改正
　　　　　　○地方公共団体の手数料の標準に関する政令の改正に伴い、改正する。

臨時会臨時会
1/25

第第
11
回回

全員賛成

可
決

ふるさと納税の増加に伴うふるさと納税の増加に伴う
積立金ほか増額補正積立金ほか増額補正

臨時会臨時会
3/28

第第
22
回回

議案第2５号　令和５年度大石田町一般会計補正予算（第９回）
　　　　　　○歳入歳出それぞれ６８３８万円を増額。
　　　　　　　・ふるさと応援基金積立金…約２０００万円【増額】ほか

全員賛成 可
決

議案第2６号　特別職の職員の給与に関する条例を一部改正
　　　　　　○虹のプラザ利用料の一部を紛失したことの責

任をとり、令和６年４月に支給する町長及び
教育長の給料を１０％減額する。

賛成多数
反対：大野議員、
海藤議員、川﨑議員、
二藤部議員

可
決

副町長に就任して

女性・青年模擬議会の参加者を募集します女性・青年模擬議会の参加者を募集します
開催日は、６月２２日（土）の予定です

お問い合わせは、大石田町役場 議会事務局　電話３５－２１１１（内線３１１）

今年度も
開催します。

　私は約３０年間県職員として務めてまいりましたが、この
度ご縁をいただき、大石田町の副町長に就任いたしました。

髙
たかはし
橋　裕

ゆたか
 副町長（５２歳・山形市出身）
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「楽しみだね！学校生活」（4月7日）
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「おおいしだ　議会だより」の文字書体は誰にでも読みやすいユニバーサル書体を使用しています

森
もり
　弘
ひろ
樹
き
さん（次年子地区）

そば切り源四郎
大石田町次年子１４９　ＴＥＬ ３５–6３07
営業時間　１１：００オープン　
　　　　　〜 そばなくなり次第終了
定 休 日　木曜日（臨時休業あり）

Ｑ．あなたの仕事は？

　　蕎麦屋です。

■
広
報
常
任
委
員
会
■

委
員
長�

二
藤
部
冬
馬

副
委
員
長�

大
野　
達
也

委　
　
員�

遠
藤　
和
好

委　
　
員�

川
﨑　
義
治

委　
　
員�

小
玉　
　
勇

　
３
月
の
定
例
会
で
は
、
改
選

後
初
の
予
算
特
別
委
員
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　
給
食
費
完
全
無
償
化
な
ど
の

子
育
て
支
援
政
策
を
含
む
、
令

和
６
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
た
。

　
ピ
ー
ク
時
１
万
人
以
上
だ
っ

た
町
の
人
口
は
、
現
在
約

６
１
０
０
人
。
昨
今
の
婚
姻
件

数
は
年
間
４
、
５
件
と
、
危
機

的
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
加
え
て
、
堤
防
の
拡
幅
や
大

橋
架
け
替
え
等
の
大
規
模
事
業

を
抱
え
、
移
転
先
な
ど
の
課
題

も
山
積
み
だ
。

　
希
望
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
大

石
田
町
の
た
め
、
町
政
を
見
つ

め
、さ
ら
に
質た

だ
し
て
い
き
た
い
。

町
民
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
、

よ
り
良
い
年
度
と
な
る
よ
う
切

に
願
う
。

�

【
記　
二
藤
部
】

編
集
後
記

もう一つのもう一つの顔顔 Ｖｏｌ．１

Ｑ．もう一つの顔は？

　　ミュージシャンです。「カーティス・森」のアーティ
スト名で活動しています。 Ｑ．今後の展望は？

　　まずは蕎麦屋として一人前に。
　　ミュージシャンとしては演者
兼プロデューサーとして自分の
培った経験を生かし、次の世代
へと繋げていきたいです。

Ｑ．議会へ一言

　　音楽とそばで一緒に町を盛り
上げましょう♪

Ｑ．名前の由来は？

　　尊敬するミュージシャン、「カーティス・メイフィールド」
からとって師匠の息

そく
才
さい
隆
たか
浩
ひろ※氏が名付けてくれました。

　　※息
そく
才
さい
隆
たか
浩
ひろ
　日本を代表するベーシスト

Ｑ．これまでの活動は？

　　幼少期から歌うことが好きで、大学時代はストリート
ミュージシャンとして活動していました。
　　そのころ、息才氏が所属するバンドにスカウトされ、
ソウルミュージックに出会いました。

　　現在は、プロのソウ
ルミュージシャンとし
てライブやイベントに
出演しています。

５月29日（水）　山形「mercy」
19時３０分スタート　ＭＣ．　 ２０００yeｎ

ライブ情報
カーティス ワンマンライブ

議員から一言
　そばの味、話し方、経歴もとても面白く楽しい時間でした。
　ぜひ皆さんもカーティス・森さんのそばと音楽をご賞味あれ。
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